
令和２年度 埼玉県ＮＰＯ活動サポート事業
（(一財)さいたま住宅検査センター 住まいるまちづくり支援事業 ）
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助成事業

助成団体

事業内容

単身高齢者への「死後事務委任」の必要性の認知・
啓発とその支援のための事業

特定非営利活動法人ライフ・アンド・エンディングセンター

多くの高齢単身者の「単独死」(孤独死)については、本人は

もとより、その家族や縁者、周辺住民にとっても不安がある。
この不安の解決の手段のひとつとして「死後事務委任契約」
を周知、啓発を行う事業。

セミナー風景 冊子



事業の目的(問題意識・課題・対策等) 
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課題

目的

上記の課題には、多くの市民が「自分が死んだことによって子

・孫や周りの人に負担をかけたくない」との考えが背景にある

ので、多くの高齢単身者の「単独死」に対する不安の解決の手

段のひとつとしての「死後事務委任契約」を広く周知すること。

・死亡に伴う諸手続き「死後事務」を、一般の人が認識していない

・実際には死後事務の担い手がいないケースが増えている



事業内容
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１ 「死後事務委任」に関する

全１２ページの冊子作成

２ セミナー開催

2020年11月から12月にかけて

３回講座開催

会場は埼玉トヨペット本社大会議室

冊子

チラシ
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事業の成果

１ 「死後事務委任」に関する冊子作成

２ 講座開催（６回講座）

冊子「おひとりさまの終活読本」を作成、講座で配布
した。この冊子は、今後のＮＰＯの活動の中でも配布
していく予定。

2020年11月から12月にかけて３日間６回講座開催
目標人数各回３０名に対し平均２５名が参加した。

座学 ロールプレイ



今後に向けて
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セミナーに参加した個人、事業所、団体等がそれぞれの地域
に持ち帰り、更に他団体とのネットワークの広がりを図るため
、死後事務に関連した講師の派遣、講座開催を継続していく。
また、ZOOMなどを活用し密を防ぐ。

参加者の中から活動に賛同するメンバーを募り、おひとりさ
ま、おひとりさま予備軍の掘り起しを図り、本人や、その家族
の相談を受ける体制を強化する。

今回作成した冊子を多数の県民に配布し、ＨＰ、新聞、雑誌、テ
レビ、フェイスブック等SNSなどを通して広く「死後事務」の重要性を
発信していく。

１ 講座開催の強化

２ 相談を受ける体制の強化

３ 啓発の機会を強化


